
SDGs未来都市舞鶴市を通して

地方創生を考える

学校法人聖ヨゼフ学園

日星高等学校

〜ICTで人と繋がる。社会と繋がる。教科が繋がる。誰一人取り残さない教育を目指して〜



・本研究の特徴

・「総合的な探究の時間」３年間のデザイン

・１年生：「日星ゼミ」「V市役所」

・まとめと今後の課題（デジタルを活用した社会参加）
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目次



・SDGsの考え方をもとに地域課題の理解、

地方創生について考える総合探究

・地域の活性化を願う行政、民間、多くの大人が関わることにより、

「原体験」や「問い」を持てるプログラム

・タブレット、１人１台端末による、状況に応じたICTの活用
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本研究の特徴



原体験(感情が動く)

「自分ごと」



2022年度入学生 総合学習デザイン

プレゼン

プレゼン

プレゼン



1年生（社会を知る）





授業テーマ 内容 場所 講師 備考

第

一

回

舞鶴の課題発見
オリエンテーション

課題発見ブレスト
日星高校 原田

第

二

回

実践例を学ぶ 商店街現地ツアー FLAT＋ 原田
第二回第三回は

２コマ連続授業

第

三

回

課題設定
ツアー振り返り

取り組む課題決定
FLAT+ 原田

第

四

回

行動宣言
大滝による講演

行動宣言
日星高校 大滝

随

時
実践

行動宣言した

内容の実践
活動に応じて 原田

原田が適宜活動

サポート



『早く舞鶴から出たいな〜』

『舞鶴って何もないやん』



授業テーマ 内容 場所 講師 備考

第

一

回

舞鶴の課題発見
オリエンテーション

課題発見ブレスト
日星高校 原田

第

二

回

実践例を学ぶ 商店街現地ツアー FLAT＋ 原田
第二回第三回は

２コマ連続授業

第

三

回

課題設定
ツアー振り返り

取り組む課題決定
FLAT+ 原田

第

四

回

行動宣言
大滝による講演

行動宣言
日星高校 大滝

随

時
実践

行動宣言した

内容の実践
活動に応じて 原田

原田が適宜活動

サポート



第１回 舞鶴の課題発見



授業テーマ 内容 場所 講師 備考

第

一

回

舞鶴の課題発見
オリエンテーション

課題発見ブレスト
日星高校 原田

第

二

回

実践例を学ぶ 商店街現地ツアー FLAT＋ 原田
第二回第三回は

２コマ連続授業

第

三

回

課題設定
ツアー振り返り

取り組む課題決定
FLAT+ 原田

第

四

回

行動宣言
大滝による講演

行動宣言
日星高校 大滝

随

時
実践

行動宣言した

内容の実践
活動に応じて 原田

原田が適宜活動

サポート



授業テーマ 内容 場所 講師 備考

第

一

回

舞鶴の課題発見
オリエンテーション

課題発見ブレスト
日星高校 原田

第

二

回

実践例を学ぶ 商店街現地ツアー FLAT＋ 原田
第二回第三回は

２コマ連続授業

第

三

回

課題設定
ツアー振り返り

取り組む課題決定
FLAT+ 原田

第

四

回

行動宣言
大滝による講演

行動宣言
日星高校 大滝

随

時
実践

行動宣言した

内容の実践
活動に応じて 原田

原田が適宜活動

サポート



第４回 行動宣言



授業テーマ 内容 場所 講師 備考

第

一

回

舞鶴の課題発見
オリエンテーション

課題発見ブレスト
日星高校 原田

第

二

回

実践例を学ぶ 商店街現地ツアー FLAT＋ 原田
第二回第三回は

２コマ連続授業

第

三

回

課題設定
ツアー振り返り

取り組む課題決定
FLAT+ 原田

第

四

回

行動宣言
大滝による講演

行動宣言
日星高校 大滝

随

時
実践

行動宣言した

内容の実践
活動に応じて 原田

原田が適宜活動

サポート



1日カフェにチャレンジ！！



人(地域)と繋がる

ICTを活用



SDGs・V市役所

内容
SDGsについて学び、学んだことを市役所と協力しながら地域に発信する。

１学期：SDGsを知る。 ２学期：V市役所 ３学期：まとめプレゼン

身につける能力
自然との共生能力（自然を観る、自然を感じる）言語能力（聴く、話す、書く）

論理的数学能力（情報をまとめる、情報から予測する）

身につける知識 地域を知る。未来を知る（未来を考える）社会の仕組みを知る（産官学）

1年生（社会を知る）



SDGs未来都市舞鶴

2019年 舞鶴市がSDGs未来都市に選定
便利な田舎暮らし

『”ヒト、モノ、情報あらゆる資源がつながる”未来の舞鶴』

出典
maizuru



V市役所



V市役所

課題）危機管理防災課

若い世代が防災について「知る」だけではなく「行動」に繋げられるよう

な防災啓発・教育の手法を考えてください。

今年度

舞鶴市の人口減少をテーマに

解決する探究プログラムに
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探究を通して成長したと思うこと
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探究の時間の学習を通して、
興味を持ったこと、疑問に思ったことは何ですか？
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Level 3,4 に達している割合が低い項目(25%以下)
１.挨拶・言葉遣い 21%→ 47%
４.話す力 20%→ 32%
５.聴く力 25%→ 49%
６.情報収集力 25%→ 41%
７.創造力 18%→ 36%
８.課題を発見する力 17%→ 45%
９.論理的思考力 8.9%→ 30%
10.客観的に自分を見つめる力 19%→ 36%
11.長所・短所 23%→ 51%
13.課題を解決する力 13%→ 38%
15.コミュニケーション力 20%→ 34%
16.協働力 20%→ 40%
17.調整力 20%→ 38%
19.社会貢献 16%→ 43%

２８％

２５％

２８％

２７％



「(...)変革には、安全な現状、若しくは、「通常の」思考様式、行動

様式、生活様式から脱却することを選ぶ人々にとって、とりわけ、
一定レベルの混乱を必然的に伴います。それには様々な程度の
勇気、粘り強さ、決意が必要です。それは、個人的な信念、洞察、
あるいは何が正しいかという単なる感覚から生じることが最も多
いのです。」

4.2段落, ESD for 2030 実施枠組み

出典：持続可能な開発のための教育ロードマップ

まとめ



原体験(感情が動く)

「自分ごと」

個人的な信念・洞察が生まれる



行動

評価振り返り

提案

持続可能な将来に向け

失敗を許す環境作り！



・３年間の「総合的な探究の時間」のプログラム完成

・ルーブリック評価完成

・ICTを活用による「見える化」30

研究の成果



ICTを活用による「見える化」

31

・グループワークなど（生徒間）の見える化

多面的思考に有効

・学校と行政、民間との連携としての見える化

      同じ課題を持っていることを共通認識

・アンケート調査などデータ収集の時短、見える化

     生徒 教師へのフィードバックに有効 自己肯定感の上昇

・他教科の進行状況など（教師間）の見える化

    教科横断に有効



・生徒が「地方創生」を『自分ごと』として捉え、

自ら「問い」を立て、答えのない問いに対して考える

プログラムに改良

・探究を軸とした教育課程を編成

・ICT活用の「見えない化」の対策

今後の課題



・ネットいじめ、ヘイトスピーチ 「見えない化」

いじめが、誹謗中傷がわかりずらい。

・情報の真偽の「見えない化」

情報操作が行われている。

・デジタル弱者の「見えない化」

ICTが個別最適な学びをすべての人に提供？

ICTを活用したことによる「見えない化」



読み・書き・そろばん

読み・書き・そろばん・デジタル活用
34



ICT活用 人        
(無機的） (感情）

デジタルデバイスを利用した社会参加



ご清聴ありがとうございました
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